
（別紙３）

～ 令和７年  10月　31日

（対象者数） 19 （回答者数） 15

～ 令和７年  10月　31日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

環境的には現状維持ではあるが、学習時に落ち着いて取り

組むことが出来るように学習をする子、戸外活動を楽しむ子

とグループ分けをする等の工夫をしていく。

2

個別支援計画については全職員で会議をして納得いくまで

支援内容の検討をし、全職員が同じ方向を見て支援をしてい

きたい。

3

孤立しないよう、見守り、必要に応じて関係機関と連携しな

がら継続的に支援していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

分かりやすい言葉を使ったり、視覚的資料を活用していく。

また、関係機関との連携強化を行っていく。

2

支援方法を全職員で検討する。

外部研修に参加する。

3

環境体制整備に対しては療育活動を室内のみでなく戸外活動

も取り入れて、一人一人の利用児に合わせた支援を行ってい

る。

健康、衛生面では毎日の掃除、消毒、職員や利用児の健康

チェックを行い、急な熱発、事故等にもスムーズに対応でき

るようにLINE等で保護者との連絡も取りやすい体制となって

いる。

環境整備は現状の環境を更に良い環境となるように職員間で

検討して整備に努めている。健康、衛生面にも配慮し、一人

一人の健康チェックを来所時に行う事や、定期的に換気を

行ったり、空気清浄機の使用や、エアコンのクリーニングも

行っている。

○事業所名 　　カラフルココ

○保護者評価実施期間
令和７年　10月　１日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和７年　10月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　２月　27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

適切な支援体制については、特性に対応できるように専門職

の配置強化をしている。個別支援計画に沿った支援を行い、

家族の困り感にも相談を受ける等の適切な対応をとる事で家

族の安心に繋がっている。また、日々の様子を連絡帳やSNS

で知らせるなど、支援プログラムをもとに保護者との共有、

理解を深めている。

個別支援計画の作成にあたっては、支援プログラムに基づ

き、本人・保護者の意向や個性を尊重した内容となるよう、

職員会議にて十分に検討を行っている。

本人支援だけでなく家族の支援にも力を入れている。

同社に相談支援事業所があるため連携がとりやすい。

知的、精神障害などを持たれる家庭の事情があるお子さんの

受け入れを行っている。支援計画の説明等は保護者の特性や

体調面に配慮し、理解しやすいような方法で情報の提供を行

う。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

家族支援の保護者への支援と情報共有が十分とは言えない。 保護者の特性（知的、精神面）に配慮した関わり方

職員間で支援の質にばらつきがある。 経験年数や知識の差。

共通理解不足。

事業所における自己評価総括表公表


